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　長南中学校だより　第１号 

　　　　令和６年４月１６日 

　　　　発行者　徳永　哲生 

進級そしてご入学、おめでとうございます 

　４月○日、長南中学校職員として新たに５名の先生方の着任式、その後、始業式を行いまし

た。また、午後には、新２、３年生が入学式の準備を手際よく進めてくれました。 

　４月○日、校庭の桜が満開に咲く中、入学式を行うことができました。新入生３５名、２年

生４０名、３年生４５名の計１２０名がそろい、長南中学校の令和６年度がスタートしました。 

　お子さんにとって「学校生活が楽しい」と実感できるよう教職員一丸となって取り組んでま

いります。保護者や地域の皆様には、学校に対してお気づきの点等ございましたら、遠慮なく

ご意見をお聞かせいただければ幸いです。１年間、よろしくお願いいたします。 

 

令和６年度　本校職員 

  主　任 御園　　翼（国語科）   主　任 髙中　奈美（国語科）

一  Ａ　組 小原　洋平（社会科） 三  Ａ　組 永嶋　敬子（数学科）

  Ｂ　組 吉野　京子（理科）   Ｂ　組 木村　優佑（社会科）

学  紅　花 石渡　邦彦（保健体育科） 学  青　空 御園　綾香（家庭科）

  学年付 本橋　昌世（養護教諭）   学年付 野口　敏男（保健体育科）

年  永津　章代（美術科） 年  君塚　真澄（音楽科）

常澄　裕美（学習支援員） 野口　敏広（学習支援員）

  主　任 中村　新平（英語科） 教務主任 藤平　和也（英語科）

 二  Ａ　組 玉井　宏明（数学科）   松本　克彦（スクールカウンセラー）

  Ｂ　組 石川ななこ（理科）   飯塚　英代（用務員）

学  学年付 矢代由香里（国語科）  ポール・アンドリュー・ローズ（ＡＬＴ） 

 細田　　稔（技術科）  矢部　恵理（スクールサポートスタッフ） 

年 三橋　則夫（学習支援員）  佐野　達夫（ＩＣＴサポーター）

井桁絵美子（栄養教諭）   教　頭 　吉　野　　都　之

渡邉　美紀（事務職員）   校　長   徳　永　　哲　生

 

長南中学校グランドデザイン

【学校教育目標】郷土を愛し、未来を拓く創造的な知性と体力を身につけた心豊かな生徒の育成

＜めざす学校像＞ ＜めざす生徒像＞ ＜めざす教師像＞ 

○わかる喜び、学びの学校 ○自ら学び、考え、表現する ○生徒のよさを引き出し伸ば

○安心・安全で、生き生きと 　生徒 　す教師 

　活動できる学校 ○目標を持ち最後までやり通 ○心身の健康を守り、生徒と

○郷土に根ざし、あいさつと 　す、たくましい生徒 　共に汗を流せる教師 

　感謝する気持ちが交わされ ○郷土を愛し、思いやりと感 ○地域に学び、豊かな人間性

　る学校 　謝の心が持てる生徒 　を備えた教師
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「学校生活が楽しい」とは 

 　お子さんが「学校生活が楽しい」と思うために大切なことは、二つあると考えます。

 　一つは、人間関係が良好であること。もう一つは、成功体験を積むことです。

　人間関係がうまくいかないとエネルギーの大部分をそこで消費してしまうので、「○○を頑

張ろう」という気持ちがなえてしまいます。ところが人間は「人の長所を見つけるのが苦手」

「不確定な情報（噂話）が好き」という傾向があるようです。ましてや、ＳＮＳが情報の中心

となっているのが現代です。ですから良好な人間関係を築くためには、周りの人のプラス面を

 見ようと強く意識することが必要だと考えます。

　成功体験については、人生において最も記憶力の優れている（と思いますが）中学時代にひ

とつでも多く積んでほしいと思います。そしてそのために子どもたちには、地道にコツコツ努

 力できるようになってほしいと考えます。

　このような思いを込めて、入学式では、以下のような話をさせていただきました。

　皆さんには楽しく充実した中学校生活を過ごしてほしいと願っています。そのために意

 識してほしいことを二つお話しします。

　一つ目は「自分を大切に、そして周りの人を大切にすること」です。人の性格や考え方

はそれぞれ違います。周りの人のよい所をどんどん見つけようとしてください。そして、

自分のよい所を増やそうと努力しましょう。楽しく充実した中学校生活を過ごすために最

も大切なことは、友達と仲良く過ごせることです。そのために、自分そして周りの人を大

 切にしてください。

　二つ目は「地道にこつこつ努力すること」です。物事ができるようになるには、いろい

ろな方法がありますが、やはり、どれだけ毎日こつこつと努力することができたか、にか

かってくると思います。時間をかけて努力できたとき、そして苦しい壁を乗り越えたとき、

人は大きく成長するものです。私は、夢の実現のための第一歩は「地道にこつこつ努力す

ること」だと確信しています。好きなこと、得意なこと、克服したいこと、憧れているこ

 と等、地道にこつこつと頑張り抜いてほしいと思います。

※このことについては２、３年生に向けて始業式で、「元プロ野球巨人の桑田投手の話」と「私自身の

　体験談」を交えてお話ししました。

 

うれしいお葉書いただきました！  スクールカウンセラー(ＳＣ)への相談 

   　『朝ゴミ出しをしていた私の横を、自転   　専用電話にて直接、ＳＣにお申し込みく

   車に乗った二人の男子中学生がさわやかな   ださい。

   笑顔で「おはようございます」と声をかけ   　なお、相談日以外の日の申し込みは学校

   て走り去った。にこり顔で「行ってらっし   へご連絡願います。

 ゃい」と手を振ったが、「気をつけて」と   

 言うのを忘れたと心の中でつぶやいた。  相 談 日　４月１９日（金）、２６日（金） 

  　「早起きは三文の徳」というが、気持ち  時　　間   ９：００～１６：１５

 のよい一日であったのは言うまでもない。  専用電話  ０４７５－４６－３７１９ 

  ありがとう中学生さん、またよろしくね。  学校電話  ０４７５－４６－１１９０

 　　一日中若返った８５歳婆ちゃんより』


